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パ

ル

セ

ロ
-
ナ
伯
支
配
下
の

プ

ロ
ヴ

ァ
ン

ス
都
市
制
度
の
動
向

山

瀬

善

一

l

三
森
が
存
在
し
た
｡
即
ち
'
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
家
'
ウ
ル
ヘ
ル
(U
rget)
伯
家
'
及
び
ジ
ユ
ダ
オ
ダ
ン
(G
evau
dal
)
伯
家
で
あ
る
｡
次
い
で

ジ
エ
ヴ
オ
ダ
ン
伯
家
は
そ
の
後
継
者
ド
ゥ
-
ス
(D
.
u
ce)
姫
が
'''～
ル
セ
ロ
-
ナ
伯

レ
モ
ン
･
ベ
ラ
ン
ジ
ェ

(Rain
.1d
B6renger)
三
世

(プ

ロ

ヴ
ァ
ン
ス
に
お
い
て
ほ

Raim
ond
B
6
r

e1ge
r

t

と
呼
ば
れ
る
)
と
結
婚
す
る
(
E

L
2

2
[
3
)

こ
と
に
よ
っ
て
'
'''～
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
が
プ

ロ
ヴ
ァ
ン

(1)

ス
に
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
(
t
t
t
3

1J
L3)

｡

ド
ゥ
-
ス
姫
は
父
の
遺
産
と
し
て
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
の

1
部
を
'
母
の
遺
産
と
し
て
ジ
エ
ヴ
ォ

ダ
ン
'
カ
ル
ラ
デ

(
C
a
rta
d
e
z
叉
は

Car

ta
d
a
is)
及
び

ロ
デ
ズ

(R
od
e
z
)
伯
領
の

一
部
を
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
｡
'''h
ル

セ
ロ
-
ナ
伯
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
及
び
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
を
含
め
た
大
帝
国
建
設
の
野
望
と
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
の
そ
れ
に
劣
ら
ざ
る
野
望
と
は
'
南

(2
)

フ
ラ
ン
ス
に

二

一世
紀
か
ら

一
三
世
紀
中
頃
に
か
け
て
宿
命
の
政
治
闘
争
を
惹
き
起
し
た
｡
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯

レ
モ
ン
･
ド
ゥ
･
サ
ン
･
ジ
ル

(Saint･G
ittes)
は
第

1
回
十
字
軍
の
長
と
し
て
出
陣
L
t
そ
の
死

(t
t0
5
)
後
'
聖
地

(M
on
t
P
eterin
)
で
出
生
し
た
次
子
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

･

(27)



第

九

十

八

巻

第

六

号

.'･h
ゥ
ル
ダ
ン
(
A
Lph.1Se
J.urdain
)
は
い
ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た
の
で
'
占
領
地
確
保
の
た
め
長
子
.ベ
ル
ト
ラ
ン

(B
ertrand)
が
聖
地
に
赴
き
'

(

3)

最
初
の
ト
リ
ポ
リ
ィ

(T
rip
E
i)
伯
と
な
っ
た

(t
t
L2投
)
｡

幼
少
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

･
ジ
ウ
ル
ダ
ン
ほ
連
れ
帰
さ
れ
た
が
'

〓

1
九
年
成
午

に
達
す
る
と
間
も
な
く
'
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
と
の
間
に
戦
端
が
開
か
れ
た
｡
と
こ
ろ
が

l
〓

1五
年
九
月

1
五
日
に
和
解
が
成
立
し
'
ト
ゥ
-

ル
ー
ズ
伯
の
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
と
'''～
ル
セ
p
-
ナ
伯
の
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
と
が
地
域
的
に
明
確
化
せ
ら
れ
た
｡
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
の
ブ

p
ヴ
ア
ン
ス

は
爾
来
西
部
は
ロ
ー
ヌ
河
に
､
北
部
は
ド
ユ
ラ
ン
ス
(D
u
raロ
Ce)
河
に
ょ
つ
て
境
界
と
せ
ら
れ
'
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
と
そ
の
附
近
地
域

(-e
p-
td
e

S
orguesu
Caum
-
t
及
び

He
T
F｡r)
は
両
家
の
共
有
と
な
っ
た
｡
こ
の
和
解
が

一
方
で
は
以
後
の
世
紀
に
お
け
る
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
を
決
定

づ
け
る
と
共
に
､
他
方
で
は

二

一四
五
年
迄
こ
の
地
域
を
'''～
ル
セ
ロ
ー
ナ
伯
の
政
治
的
軌
道
に
人
ら
し
め
た
の
で
あ
る
｡

ベ
ラ
ン
ジ
ェ
l
世
は
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
を
カ
タ
ル
-
こ
ァ
の
伯
領
の
附
属
地
と
し
て
統
治
し
た
｡
プ

ロ
ヴ

ァ
ン
ス
の
行
政
長
官
は
同
時
に
F''～
ル

セ
ロ
-
ナ
の
sen
6chat
で
あ
っ
た
｡
伯
は
助
言
者
と
し
て
登
用
し
た
フ
レ
ジ
ュ
ス
(F
r6ju
s)
及
び
ア
ン
テ
ィ
ー
べ
(An

tibes)
の
司
教
の
支
持

を
受
け
て
､
動
も
す
れ
ば
謀
叛
し
勝
ち
な
領
主
連
の
懐
柔
に
努
め
た
.

二

三

1
年
七
月
末
の
死
に
際
し
て
'
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
領
を
長
子
レ

モ
ン
･
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
四
世
に
'
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
'

ル
ゥ
エ
ル
グ
(R
.u
ergu
e)'
ジ
ユ
ダ
ォ
ダ
ン
及
び
カ
ル
ラ
デ
を
次
子
の
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
･

レ
モ
ン

(B
6renger･
Raim
.nd)
に
帰
属
さ
せ
た
.

し
か
し
こ
の
分
離
は
完
全
な
も
の
で
は
な
く
'

1
二
二
二
-

六
八
年
間
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
の

S6n
6ch
at
ギ

ヨ

ー
ム
･
レ
イ
モ
ン
(G
uiE
aum
e
R
a
ym
.nd)
に
よ
っ
て
両
伯
領
が
治
め
ら
れ
た
｡
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
プ

ロ
ヴ

ァ
ン
ス
が
パ

ル
セ
ロ
-
ナ
に
或
る
種
の
隷
属
を
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
｡
ド
ゥ
-
ス
姫
の
妹

エ
テ
ィ
エ
ヌ

(Etienne)
の
夫

レ
モ
ン
･
ド
ゥ
･
ボ
ォ

(B
aux)

が
'
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯

(

A-ph｡nse
l｡u
rdain
)
の
支
持
を
受
け
て
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
の
乗
取
り
衆
に
出
て
'

二

四
三
年
軍
事
行
動
と
な
り
'

翌
年
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
･
レ
モ
ン
は
モ
ー
ギ

オ

(
M

aughi｡)
で
戦
死
し
た
｡
こ
れ
に
加
え
て
'
皇
帝

コ
ン
ラ
ッ
ト
三
世
か
ら
レ
モ
ン
･
ド
ゥ
･
ボ
ォ

へ
の
権
利
授
与

(t
t4.5
8[
4)
も
あ
っ
て
'

パ
ル
セ
ロ
ー
ナ
伯
の
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
支
配
は

1
時
危
機
に
瀕
し
た
｡

し
か
し
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
･
レ
モ

ン
の
死
は
却
っ
て
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
と
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
と
の
結
び
付
き
を
強
固
に
し
た
よ
-
に
思
わ
れ
る
｡
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
･
レ
モ
ン
の
子
息

レ

(28)



モ
ン
･
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
三
世
は
､
伯
父
で
既
に
ア
ラ
ゴ
ン
の
王
位
継
承
権
を
確
保
し
て
い
た
r/,～
ル
セ

ロ
-
ナ
伯

レ
モ
ン
･
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
四
世
の
後

見
を
受
け
る
に
至
っ
た
｡
こ
の
時
か
ら
戦
況
は
好
転
し
た
た
め
'
今
迄
不
満
を
抱
い
て
い
た
領
主
達
も

二

四
七
年
二
月
に
は
集
団
的
に
rJ'～
ル

(4
)

セ
ロ
-
ナ
伯
及
び
そ
の
被
後
見
者
に
服
従
を
誓
い
'
成
功
裡
に

二

五
〇
年
ア
ル
ル
で
和
平
が
成
立
し
た
｡
そ
れ
以
後
に
も

レ
モ
ン
･
ド
ゥ
･

ポ
ォ
の
謀
叛
は
繰
返
さ
れ
た
が
'
伯
は
今
や
皇
帝
の
好
意
を
取
戻
し
､
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
オ
(T.riロ.)
に
お
い
て
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
1
世
の

面
前
で
決
定
的
和
平
が
取
結
ば
れ
た
(
)
1
6
2

)
｡
同
年
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
四
世
の
死
に
臨
み
'
そ
の
若
き
三
人
の
子
息
の
後
見
が
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
三
世
に
託
さ
れ
た
｡
彼
は
三
年
間
カ
タ
ル
-
ニ
ア
に
居
住
し
､
カ
タ
ル
-
ニ
ア
及
び
ア
ラ
''n
ン
に
お
け
る
問
題
処

理
に
当
っ
た
｡

ベ
ラ
ン
ジ
ェ
三
世
は
ジ
エ
ノ
ヴ

ァ
の
煽
動
で
暴
動
を
起
し
た

ニ
ー

ス
へ
の
遠
征
中
に
三
〇
才
足
ら
ず
で
天
折
し
た
｡
叉
こ
の
天
折
が
結
果
的

に
は
両
者
間
の
関
係
を

一
層
強
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
三
世
は
男
子
相
続
人
な
-
死
亡
し
た
た
め
'
そ
の
遺
産
は
'
パ
ル
セ
ロ

-
ナ
伯
で

二

六
四
年
以
来
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
で
も
あ
っ
た
嘗
て
の
被
後
見
人
'
し
か
も
甥
の
関
係
に
あ
る
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

(A
tph.nse)
二
世

(プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
お
い
て
ほ

A
Iphon
se
Z
と
呼
ば
れ
る
)
に
よ
っ
て
､
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯

レ
モ
ン
五
世
の
要
求
を
退
け
て
受
継
が
れ
た
｡
彼
の

統
治
と
共
に
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
と
の
戦
争
が
再
開
せ
ら
れ
､
皇
帝
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
へ
の
干
渉
な
ど
も
あ
っ
て
多
華
な
時
代
が
続
い
た
｡
し
か

し
'

二

九

〇
年

一
月
二
六
日
の
ジ
7
ル
ネ
-
グ

(Jarn
e
gues)
に
お
け
る
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
と
プ

Fl
ヴ
ァ
ン
ス
伯
と
の
第
二
回
目
の
平
和
条

約
以
後
に
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

一
世
の
統
治
は
最
盛
期
を
示
し
'
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
の
指
導
権
は
ア
ラ
ゴ
ン
及
び
カ
ル
ラ
デ
か
ら
ア
ル
プ
ス
に
及
び

地
中
海
を
取
囲
む
地
域
を
支
配
す
る
｡
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

1
世
は
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
行
政
的
自
治
を
与
え
る
必
要
を
知
り
'
そ
の
行
政
の
長
に
特

殊
な
役
人
を
任
命
し
た
｡
史
料
で
は

baite
de
P
rovence,
pr.cureur
du
r.id'A
rag.
n

o
u

p

r.cureur
de
P
rovence
と
呼
ば
れ
て
い
る
.
し

か
し
次
弟
の
レ
モ
ン
･
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
四
世
に
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
の
統
治
を
代
理
委
託
し
た
時
に
､
こ
の
制
度
は

一
時
中
断
す
る
が

(B
6renger

lV
は

二

八

1
年
四
月
五
日
に

M
ont

pellier
で
暗
殺
せ
ら
れ
る
と
､
更
に
そ
の
弟
で
あ
る

SazICheに
代
理
委
託
し
た
)
'
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

7
世

パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
支
配
下
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
制
度
の
動
向

(29)



第

九

十

八

巻

第

六

号

の
未
だ
幼
少
で
あ
る
次
子
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
二
世
に
帰
属
さ
せ
る
に
及
ん
で

bai訂
叉
は
p
r｡
cureur
の
制
度
も
復
活
し
た
｡
裁
判
制
度
に
お
い
て

も
伯
の
下
に
職
業
的

･
永
続
的
裁
判
官
が
置
か
れ
'
二

七
九
年
に
は
カ
タ
ル
-
ニ
ア
語
の
G
arcia
de
R

esa
に
相
当
す
る

ju
ge
mage
な
る
最

高
裁
判
官
が
存
在
す
る
に
至
る
｡
同
時
に
叉
'
領
域
の
行
政
組
織
の
端
緒
を
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
｡
古
い
ロ
ー
マ
的
表
現
に
従
っ
て
命
名
せ

ら
れ
た

b
aites
は
'
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

1
世
時
代
以
来
益
々
屡
々
史
料
の
中
に
現
わ
れ
'
そ
の
使
命
が
拡
大
せ
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

(5
)

こ
の
時
代
に
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
の
本
拠
カ
タ
ル
ー
こ
ア
に
も
都
市
に
つ
い
て
興
味
あ
る
事
実
が
起
っ
て
い
る
｡

二

八
二
年
六
月
セ
ル
ヴ

ェ

-
ラ

(C
ervera)
の
市
民
は

C.nfratria
を
形
成
L
t
こ
の

C.n
fratria
の

fratribusc.niuratis
中
か
ら
統
治
の
義
務
を
負
-

C.nsuts
を
選

ぶ
こ
と
の
認
可
が
与
え
ら
れ
た
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
都
市
の
領
域
内
に
世
襲
財
産
を
与
え
ら
れ
て
い
た
二
〇
人
の
騎
士
集
団
が
排
除
せ
ら
れ
た
｡

更
に
同
じ
認
可
が
少
し
前
に
へ
ロ
ー
ナ

(G
er｡ロa)
の

C-
fratribusc｡niuratisに
も
与
え
ら
れ
て
い
る
L
t
後
の

二

八
五
年
に
も
セ
ル
ヴ

ェ

-
ラ
か
ら
程
遠
く
な
い
小
地
域

(V
ittagrasse)
を
植
民
し
た
人
々
に
も

〝
汝
等
の
間
に

C.1
fraria
を
持
つ
こ
と
″

(C.n
frariam
inter
v.s
ha･

bendam
)
が
認
可
せ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
-
な
認
可
の
本
質
は
'
セ
ル
ヴ

ェ
-
ラ
の
史
料
に
従
-
な
ら
ば
'
都
市
を
改
善
す
る
に
適
当
と
思
わ

れ
る
軍
事
遠
征
を
企
て
る
能
力
に
あ
っ
た
よ
-
で
あ
る
｡
こ
の
現
象
が
ど
の
よ
う
な
影
響
で
現
わ
れ
た
か
は
明
言
し
得
な
い
が
'
都
市
制
度
に(6

)

つ
い
て
ヨ
リ
早
く
小
ク
リ
ア
の
影
響
を
受
け
て
発
達
し
た
南
フ
ラ
ン
ス
特
に
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
に
負
っ
て
い
る
と
考

葺ゝ

よ
い
で
あ
ろ
う
｡

ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

1
世
に
継
い
で
'
そ
の
長
子
ピ
エ
ル
(P
ierre)
二
世
が
ア
ラ
.Jn
ン
'
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
及
び
ラ
ン
グ
ド
ッ

ク
に
あ
る
若
干
の
主

権
地
を
'
次
子
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
二
世
が
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
を
継
承
し
た
｡
兄
弟
は
長
子
の
指
導
下
に
重
要
な
企
て
こ
と
ご
と
く
に
協
力
し
た
｡

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
が
フ
オ
ル
カ
ル
キ
エ
(F
.
rcatqu
ier)
伯
ギ
ヨ
ー
ム
(G
uiltaum
e)
四
世
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る
に
及
ん
で
ヘ
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

二
世
は
ピ
エ
ル
二
世
の
援
け
を
得
て
防
禦
に
あ
た
る
が
'

〓

1〇
九
年

1
0
月
に
ギ
ヨ
ー
ム
四
世
と
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
二
世
が
殆
ん
ど
時
を
同
じ

く
し
て
殺
し
､
た
め
に
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
二
世
と
ガ
ル
サ
ン
ド

･
ド
ゥ
･
サ
ブ
ラ
ン

(Garsende
de
Sabran)
と
の
子
息

レ
モ
ン
･
ベ
ラ
ン
ジ
ェ

五
世
が
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
と
フ
オ
ル
カ
ル
キ
エ
と
の
両
伯
領
を
掌
中
に
収
め
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
し
か
し
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
は
い
ま
だ
四
才
に
過

(30)



ぎ
ず
'
ピ
エ
ル
二
世
の
後
見
を
得
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
そ
こ
で
ピ
エ
ル
二
世
は
ア
ラ
ゴ
ン
と
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
と
の
統
治
を
引
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
エ
ス
パ
こ
ュ
ア
の
サ
ラ
セ
ン
人
に
対
す
る
戦
争
並
び
に
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ア
十
字
軍
の
展
開
か
ら
生
じ
た
諸
問
題
に
忙
殺
せ

ら
れ
て
い
た
の
で
'
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
問
題
は
叔
父
の
サ
ン
シ
ュ
に
委
ね
た
｡
し
か
し
ピ
エ
ル
二
世
が
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
を
援
け
て
ア
ル
ビ
ジ

ョ
ァ
十
字
軍
に
抗
し
た
こ
と
は
'
重
大
な
結
果
を
甫
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
領
に
も
た
ら
し
た
｡
ピ
エ
ル
二
世
は

二

二

三
年
､三

レ

(M
u
ret)
で
殺
さ
れ
'
ピ
レ
ネ
山
系
以
北
で
の
パ
ル
セ
ロ
ー
ナ
伯
の
干
渉
は
終
末
を
遂
げ
る
と
共
に
'
短
期
間
で
は
あ
る
が
､
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
と

ア
ラ
ゴ
ン
と
の
政
治
的
分
離
を
結
果
さ
せ
た
｡
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
は

二

一〇
九
年
以
来
'
就
中

一
二

二

年
以
来
明
ら
か
に
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
｡

(7
)

内
に
は
諸
領
主
､
諸
都
市
の
独
立
運
動
が
清
澄
化
し
､
外
に
は
領
土
的
野
心
を
抱
く
者
の
脅
威
が
あ
っ
た
｡
こ
の
よ
-
な
危
機
に
際
し
て
'
ア

ラ
ゴ
ン
で
養
育
せ
ら
れ
て
い
た
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
の
連
れ
戻
し
運
動
が
行
わ
れ
'

二

二

六
年
末
に
成
功
を
収
め
た
｡
彼
は

二

二

九
年
に
は

既
に

1
四
才
の
成
人
に
達
し
'
ベ
ア
ト
リ
ス
･
ド
ゥ
･
サ
グ
オ
ア

(Beatrice
de
Savoie)
と
結
婚
(
1
2
2
0
)

し
た
｡
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
の
優
れ

た
才
腕
と
彼
を
取
巻
く
賢
臣
と
に
よ
っ
て
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
の
権
力
再
興
は
以
後
着
々
と
進
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
｡
行
政
制
度
の
改
革
を
行
い
'

二

二

八
年
以
来

一
定
の
行
政
区
画
と
し
て

baiu
is
を
設
け
へ

そ
の
長
と
し
て

bai-es
を
置
い
た
｡

更
に

二

三

五
年
に
は
こ
れ
等

baiu
is

が
若
干
の
上
級

bait
es
の
指
揮
下
に
集
団
化
せ
ら
れ
る
｡一
と
こ
ろ
で
上
級

baites六
人
の
出
身
地
を
見
る
に
少
な
く
と
も
四
人

(R
om
6e
d
e

V
illeneuve,
R
o
drique
Justas,G
uillaum
e
de
C
otig
nac,G
uittaum
e
deR
evenga)
は
'
確
実
な
カ
タ
ル
-
こ
ア
人
で
あ
る
か
又
は
そ
の
子
息
で

あ
り
'
更
に

一
人

(P6riss.))も
そ
の
可
能
性
が
強

い
｡
今

一
人
(P
ierre
A
m
ic)
は
カ
タ
ル
-
こ
7
人
で
は
な
い
が
'

ロ
ー
ヌ
河
以
西
の
出
身

で
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
人
で
は
な
い
.
カ
タ
ル
-
こ
ア
人
の
中

ロ
メ
･
ド
ゥ
･
ヴ
レ
ネ
ゥ
-
ヴ
は
'
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

1
世
時
代
に
リ
オ
ブ
レ
ガ
ー
ト

(L
-｡b
regat)
河
渓
谷
か
ら
来
任
し
た
の
で
あ
る
が
'

一
二
三
四
年
以
来
東
部
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
上
級

baiHe
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
t

ba主-e°e

P

rovence
即
ち
伯
の
行
政
長
官
と
軍
事
力
の
長
を
も
兼
ね
て
い
た
の
で
'
そ
の
影
響
は
絶
大
な
も
の
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は

ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
の
統
治
の
性
格
を
知
る
上
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
の
で
は
な
か
ろ
-
か
｡
伯
の
集
権
的
体
制
確
立

へ
の
努
力
は
こ
の
よ
う
な

パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
支
配
下
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
制
度
の
動
向

(31)



第

九

十

八

巻

第

六

号

人
物
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
の
再
建
を
な
し
と
げ
た
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
に
は
男
系
の
相
続
人
な
く
'
三
人
の
姫

(M
arg
uerit
e}
E
16on
orB,
San
ch
ie)

は
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
国
王
ル
イ
九
世

(12
34.･結
婚
年
以
下
同
じ
)
'
イ
ギ
リ
ス
国
王
へ
ン
リ
ィ
三
世

()
2
36
)'
そ
の
弟
で
後
に
神
聖

ロ
ー
マ

皇
帝
に
選
出
せ
ら
れ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
伯
リ
チ
ァ
-
ド

(R
ic
hard
de
C
.
rn.uailtes)
(124
3
)
と
結
婚
し
た
た
め
'

第
四
姫
ベ
ア
ト
リ
ス

(Bかatrice)
が
継
い
だ
が
'
シ
ア
ル
ル
･
ダ
ン
ジ
ウ

(Charles
d
'A

njou
)
と
の
結
婚
(
)
2

4.6
1]
3
))
に
よ
っ
て
'
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
領
は
パ
ル

セ
ロ
-
ナ
伯
と
の
関
係
が
断
た
れ
新
し
い
時
代
に
入
る
｡

(

1

)

パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
の
プ
ロ
ヴ
7
ソ
ス
支
配
時
代
に
関
す
る
一
般
史
に
つ
い
て
は
､
B
ourritty,
V
･
L
･
et
B
usq
u
et,
R
･
･･L
a
P
IOlenCe
au
M
o
yen
A
ge,
P
alis
192LL

な
ど
が
あ
る
が
､
最
近
の
手
頃
な
概
説
書
と
し
て
は
'
B
usqu
et,R
･
et
B
ou
rritty,
V
･
L
･:H
ist
oire
d
e
ta
P
ro
venc
e,
(Q
ue
sa
is
je?)
)944･;
B
u
sq
uet一
R･
‥L
a

p
roven
ce,
d
ans
L
o
t.F
.

et
F
a
w
tier
)P
.
(ed
,)
‥
H
istoire
d
es
in
stitu
tio
n
s
flan
Qaises
a
u
M
oyen
A
ge}
P
aris
t957
,

p
p･
2

4･9
sq
q
･
;
id･:
H
istoir
e
d
e

P
roven
ce.
des
.ri
gines
a
ta
R
bv
Eu
ti.
n
fran
ca
ise
,
M
o
na
c.
)954
な
ど
が
あ
る
｡
R
･
Ilu
sq
u
et
の
こ
の
三
善
は
大
体
同
じ
論
調

で
あ
る
が
､
最
後
の
も
の
が
最

も
詳
し
い
.
以
下
の
叙
述

も
Bu
sq
u
et
に
魚

-
と
こ
､ろ
大
で
あ
る
｡

(

2

)

こ
の
政
治
闘
争
の
意
義
に
つ
い
て
は
､
H
igo
unet
,
C
h
･:U
n

gland
chapitre
d
e
t'h
isto
ire
du
X
tie
siecte,
ta

livatitか
des
m
a
isons
d
e
T
oul
O
use
et

d

e
B
arceton
e

po
ur
ta
P
reP
On
d
61aP
Ce
m
61idion
a
le,d
a
m
s
M
61a
ng
es
d'his10
il
e
d
u
m
o
y
e
n
a
ge
d
e
diか8
a
la

m
かm
o
ile
d
e
IJOu
is
H
alph
en,
P
ar
is

t95),
p
p
･
3
)3
sqq･
を
見
よ
.

な
お
､
H
ig
.unet
は
次

のよ
う
に
述
べ
て
い
る
｡
ト
ウ
ー

ル
-
ズ
伯
家
と
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
家
の
ピ
レ
ネ
山
系

及
び
地
中
海
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
海
岸
に
優
越
権

を
-
る
た
め
の
競
争
は
､
皇
帝
と
法
王
庁
と
の
争
､
ア
ソ
グ
ロ
･
ア
ソ
ジ
ュ
ヴ
ァ
ソ
国
家
の
形
成
と
カ
ペ
-
王
朝
の
成
長
､
東
洋

へ
の
十
字
軍
と
エ
ス
パ
1エ

ア
の
再
征
服
と
い
-
こ
の
時
代
の
大
事
件
に
比
し
て
､
等
し
い
地
位
を
持
つ
も
の
と
現
実
に
は
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(tb
id
.,
p
･
3
)3
)0

(

3

)

ト
ウ
ー
ル
-
ズ
伯
家
支
配
下
の
ト
リ
ポ
リ
ィ
伯
億
に
つ
い
て
は
戦
後
優
れ
た
研
究
を
見
た
｡
R
ic
hard
,
J･:Le

com
tか
de
T
rip.
ti
s.us
ta
d
y
nas
tie
t.ul
.usain
e,

P

aris
t
9
4

5.

(

4

)

経
済

的

に
興
味
あ
る
こ
と
は
､
こ
の
時
代
頃
に
ク
ラ
ス
コ
ソ
に
お
い
て
伯
の
収
入
源
と
し
て
塩
の
独
占
が
行
わ
れ
た
と
最
近
主
張
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
M

t7e
Je･

a

nne
V
iettia
rd
に
よ
っ
て
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
で
校
合
せ
ら
れ
た
史
料
の
塩
独
占
に
関
す
る
1
部
が
最
近

Jacques
de
R
o
m
efort
に
よ
っ
て
公
刊
を
見
､
且
つ
フ
ラ
ソ
ス
語
訳

せ
ら
れ
た

(A
u
x
.
rig
in
es
proven
ciateS
d
e
ta
g
ab
ette
,t
e
n.
n
.p
.te
d
u
set
a
T
a
rasc.n
en
E
50,
dans
M
eta
n
ges
B
usq

uetV
q
uesti.
n
s
d
'h
ist.ir
e
d
e

P
ro
ve
nce
(X
te
･X
tX
e
s
iectes),V
ais
.n
･ta･R.
m
ain
et956,
pp･
59
s
qq
･)｡
こ
の
間
題
は
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け

る
g
ab
ette
の
起
源

と

関
連

を
持
っ
て
い
る
｡

ga
b
ette

と
い
-
用
語
は
二
二

世
紀
初

期
の
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
史
料

で
は
ど
の
よ
-
な
間
接
税
に
も
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
用
語
が
塩
の
独
占
に
限
定
せ
ら
れ
る
の
は

二
二
世
紀
末
に

過
ぎ
な
い
｡
g
ah
e]le
の
語
源
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の

Al

K
ah
a
ta
(税
)
に
由
来
す
る
.
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
家
の
時
代
に
屡
々

((Gal)etta)).
((cah
eZlariu
s))
の
形
で
現
わ
れ
る

(32)



(thid･一
P･
59
n
･
3)｡
従
来

((sa
tnaria))
を
単
に
塩
庫
と
解
釈
し
て
来
た

(例
え
ば

D
u
p
o
n
t･F
errier,
G
,
･,
E
tudes
sur

tes
institutio
ns
financiか
r
es
de
ta

France
a
ta
fin
d
u

m
o
yen
a
g

e}
P
a
liS
t930
,t･
1,
p･
)38
･
に
は
､
T
arascon
に
二

四
四
-
五
〇
年
頃
塩
庫
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
)
｡
こ
れ
に
対
し
､

上
記
論
文
で

J
,
d
e
R
o
m
e
fo
rt
は
､
塩
に
つ
い
て
の
至
上
権
と
し
て
君
主
又
は
聖
俗
領
主
に
よ
っ
て
実
行
せ
ら
れ
た
独
占
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
い
る
｡

(5
)
ヵ
ク
ル
ー
ニ
ア
都
市
に
つ
い
て
は
､
戦
後

J
･
M
･
F
.
nt
･R
ius
が
優
れ
た
研
究

(O
rig
e
nes
d
ot
reg
im
en
m
u
n
ic
ip
a
t
d
e
C
a
tatuB
a,
M
a
d
rid
t946)
を
発
表
し

た
が
､
未
見
で
あ
る
の
で
同

1
著
者
の

A
nnales
d
u
M
idi,
t･
69
(1957)
,
p
p･
2
9
3
sq
q
･
に
寄
せ
ら
れ
た
論
文
(U
n

p
ro
b
16m
e
de
laPPOrtS
‥
gOuVern
em
e
nts

u
rb
a
ins
en
F
ran
ce
et
en
C
atatogne
(X
IZ｡
et
X
IIt｡
s
iec
tes)
に
よ
っ
た
｡

な
お
､
id
･
:
L
es
vitle
s
d
a
m
s
t'E
sp
ag
n
e
du
m
.y
en
ag
e,
histoire
de
teurs

in
stit
uti.
ns
a
dm
inistra
tiv
eS
et
judic
ia
ires,
da
n
s
R
ec
ucits
de
ta
S
o
ci6
t6
7
ean
B
odin･
V
J,
La
v
ille,i
n
stitu
ti.
ns
a
dm
in
istra
tives
et
jud
icia
ir
eS.

B
ru

xett
est
95
4,
pp･
26
3
sq
q
･
は
､
キ
リ
ス
ト
教

エ
ス
パ

ニ
ユ
ア
の
全
都
市
を
取
扱
い
こ
の
種
の
総
括
的
研
究
と
し

て
は
唯

1
の
優
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

(
6

)

北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ都
市
の
特
色
と

せ
ら
れ

る

C.m
m
u
ne
の
本
質
を

C.n
ju
ra
ti.

に
求
め
る
な
ら
ば

(P
e
tit･D
uta
iE
is,
C
h
･:
L
es
c.m
m
u
n
eS
fran
caiseS,

caractb
res
et
6v
otu
ti.
n
d
e
s
.rig
in
eS
au
X
V
Ille
s
ibcte,
P
aris
t
94･7,
pp･
S
sq
q
･)
'
R
･
G
ran
d
が

An
ritta
c
に
つ
い
て
主
張

し
て
い
る
と
同
様
に

(Le
S
((Pa
ix
))

d'A
uriltac,
P
aris
t94
5
,
in
tr.
du
cti.
n
･
こ
れ
は
既
竺

九
四
二
年

Re
vue
histo
riq
u
e
du
d
r.
itf
ran
caise
et
6
tran
ge
r,
t･
2
)
,
pp
･
)49
sq
q
･
に

｡
L
a
gene
se

d
u
m
ouvem
ent
com
m
unat
en
F
ran
ce
"
と
し
て
発
表
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
.
な
お
､
id
,
I,
C
on
sidかr
ation
s
sur
r
6vo
tut
io
n
d
u
m
o
uvem
ent
urba
in
da
m
s

te
haut
M
oyen
A
ge}
R
ev･
hist･
d･
droit
f
ran･
et
6
tran
･,
t
･
3
2
()9
54
)
,
pp･
2
97
sq
･
を
も
見
よ
)
､
C.m
m
un
e
都
市
地
域
と

C.nsu
ta
t
都
市
地
域
と
の
差
違

は
暖
昧
と
な

る
で
あ

ろ
-
｡
ト
ウ
ー
ル
-
ズ
で
は
既

に
二
五

二
年
C.njurati.
が
禁
止

せ

ら
れ
る
が

(P
etit･D
u
taittis一
C
h･:.
p
･
c
it･,
pp.
20
sq
.)'
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

の
都
市
で
は
'
後
述
の
如
-
ベ
ラ
ソ
ジ
エ
五
世
の
平
和
令
(
)22
2

)

に
そ
の
禁
止
規
定
を
見
る
｡

(
7

)

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
人
は
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ア
の
異
教
徒
に
援
軍

を
送

ら

な
か
っ
た
と
は
い
え
､
都
市
の
住
民
は
十
字
軍
の
反
響
で
動
揺
し
､
oc語
の
同
胞
に
深
い
同
情
を
感
じ
た
｡

そ

し
て
司
教
及
び
修
道
院
に
対
す
る
不
平
を
燃
え
あ
が
ら
し
た
.
こ
れ
は
宗
教
的
な
も
の
を
口
実
に
し
な
が
ら
'
そ
の
実
'
教
権
反
対
の
傾
向
を
持
つ

co
n
f
r6rie
s
の
形
成
又

は
そ
れ
へ
の
改
組
に
好
都
合
で
あ
っ
た
｡
co
n
fr61ies
は
マ
ル
セ
-
ユ
､
ク
ラ
ス
コ
ソ
､
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
で

consu
ta
t
に
代
り
､
ト
ウ
ー
ル
-
ズ
伯
と

同
盟
を
結
ん
で
'
そ
の

領
地
の
再
征
服
を
援
助
す
る
｡

l
二
二
ハ
年
夏
に
は
上
記
三
都
市
の
協
力
を
得
て
'
･L
ウ
ー
ル
-
ズ
伯
は
B
eauca
ir
e
を
奪
回
す
る

(B
usq
u
et.
R
.
:
H
is
toire
d
e
P
r
oven
ce
}

M
o
n
a
co
t9
54
,
p･
)
50
)O

ニ

ー
パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
の
プ

ロ
ヴ

ァ
ン
ス
支
配
の
政
治
的
事
情
を
概
観
し
た
｡
次
に
こ
の
期
間
に
お
け
る
プ

ロ
ヴ

ァ
ン
ス
の
都
市
制
度
に
対
す
る

●

fJ'～
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
の
政
策
と
い
-
観
点
か
ら
考
察
を
進
め
る
｡

先
ず
'
南
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
制
度
の
中
で
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
が
占
め
て
い
た
地
位
を
見
定
め
て
お
-
必
要
が
あ
る
｡

一
般
に
南
ヨ

パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
支
配
下
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
制
度
の
動
向

(33)



第

九

十

八

巻

第

六

号

-
ロ
ッ

パ
都
市
制
度
の
一
つ
の
特
色
と
さ
れ
て
い
る

C.nsu
)at
は
､
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
及
び
ラ
ン
グ
ド
ッ

ク
に
拡
大
す
る
の
で
あ
っ
て
'
ア
キ
チ

-
ヌ
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
制
度
に
寮
似
し
た
様
相
を
示
す
｡
ア
キ
テ
-
ヌ
都
市
の
こ
の
よ
-
な
事
情
は
'
そ
の
地
が
経
済
的
に
西
部
即
ち

.

(1
)

ボ
ル
ド
ー
及
び
大
西
洋
に
向
け
ら
れ
て
お
り
'
政
治
的
に
ブ
ラ
ン
ク
ジ
ュ
ネ
王
朝
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
と
関
連
を
持
つ
.
Etab
tis･

(2
)

sem
en
ts
d
e
R
.uel
が
ア
キ
テ
-
ヌ
の
南
部
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
に
ま
で
侵
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
及
び
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
都
市
は
'

(3
)

そ
の
発
展
の
様
相
か
ら

一
般
的
に
言
っ
て
前
者
は
早
熟
的
都
市
'
後
者
は
梢
々
後
進
的
都
市
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
.
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
河
川

及
び
海
岸
沿
い
の
大
都
市

マ
ル
セ
-
ユ
'
ア

ル

ル
'

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
は
既
に

一
〇
世
紀
以
来
都
市
発
展
の
徴
候
を
見
'
新
し
い

も｡urg
が
市
壁

外
に
設
け
ら
れ
た
｡
両
地
域
の
発
展
の
時
期
に
は
約

一
世
紀
の
喰
違
い
が
あ
り
'
こ
れ
は
経
済
的
発
展
の
差
違
に
基
づ
-
も
の
と
せ
ら
れ
て
い

る
｡
こ
こ
で
経
済
的
発
展
と
い
-
の
は
エ
糞
的
な
も
の
で
な
-
'
商
業
的
な
も
の
で
あ
っ
た
｡
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
は
回
教
徒
の
拠
点
プ
ラ
ク
シ
ネ

(4
)

-
･1
ウ

ム

(Frax
i
n

e
tu
m
)
が
破
壊
せ
ら
れ
て

(
遅
く
と
も

9
8
3)
以
来
'
清
澄
な
対
イ
タ
リ
ア
商
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
出
来
た
｡
こ
れ
に

反
し
'

ロ
ー
ヌ
河
西
部
は
い
ま
だ

二

世
紀
に
お
い
て
も
回
教
徒
の
脅
威
下
に
置
か
れ
､
且
つ
イ
タ
リ
ア
か
ら
も
離
れ
て
い
た
関
係
上
経
済
的

に
は
後
進
地
域
と
な
っ
て
い
た
｡

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
お
け
る

cj
Su
tat
の
形
成
に
と
り
'
イ
タ
リ
ア
の
例
に
も
れ
ず
'
十
字
軍
が
好
都
合
に
作
用
し
た
｡
こ
の
制
度
は
聖
俗
領

主
を
取
巻
く
貴
族
と
P
ru
d'h
.m
m
es
と
か
ら
な
り
'
初
期
に
は
市
民
の
関
心
を
防
衛
す
る
よ
り
も
寧
ろ
領
主
の
関
心
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ

た
｡
形
成
過
程
も
平
穏
裡
に
進
め
ら
れ
た
の
で

consu-at
の
出
現
に
つ
い
て
正
確
な
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
程
で
あ
る
｡
主
要
都

市
に
つ
い
て
'
史
料
に
よ
り
そ
の
存
在
が
確
認
せ
ら
れ
る
年
代
は
以
下
の
如
し
｡
ア
ル
ル
二

三
〇
年
'
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
二

三
六
年

(
お
そ

ら
く
t
t
2
9

)'
ニ
ー
ス
二

四
四
年
'
空
フ
ス
コ
ン
二

五
〇
年
'
グ
ラ
ス
二

五
五
年
'

マ
ル
セ
ー
ユ
二

七
八
年
｡
尤
も
こ
れ
等
の
年
代

(5
)

以
前
に
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
o

C.nSulat
都
市
は

二

一世
紀
の
後
半
に
お
い
て
或
る
種
の
自
治
を

享
受
し
'
グ
ラ
ス
及
び

ニ
ー
ス
に
お
い
て
は

consu
tat
が
ジ
エ
ノ
ヴ
ァ
と
通
商
条
約
を
取
結
び
'
更
に
は
伯
連
の
階
争
に
も
参
加
し
た
｡
こ
の

(34)



よ
う
な
事
情
か
ら
'

二

六
六
年
に
は
ニ
ー
ス
が
ジ
エ
ノ
ヴ
ァ
人
と
結
ん
で
暴
動
を
起
し
'
独
立
の
態
度
を
と
っ
た
｡

レ
モ
ン
･
ベ
ラ
ン
ジ
ェ

四
世
が
天
折
し
た
の
は
'
こ
の
事
件

へ
の
遠
征
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
｡

ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

7
世
は
都
市
に
閑
し
比
硬
的
自
由
な
態
度
を
と
り
'
グ
ラ
ス
(I
)7
6
)
､

ニ
ー
ス
(I
)
7
6,tt89)
､
ア
ル
ル
(t
t9
4
)
な
ど
の

C-
su
-at
を
確
認
す
る
と
共
に
マ
ル
セ
-
ユ
に
も
こ
れ
を
認
め
た
｡
こ
の
時
代
に
お
け
る
カ
タ
ル
-
ニ
ア
都
市
に
つ
い
て
は
前
に
若
干
触
れ
て

お
い
た
｡

ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
二
世
の
統
治
下
に
お
い
て
も
先
君
の
政
策
が
踏
襲
せ
ら
れ
'
二

一〇
三
年

一
二
月
三
〇
日
空
フ
ス
コ
ン
の
騎
士
と
P
ru
d'ho-

(6
)

m
es
と
の
た
め
に
そ
の

C.nsu
tat
に
与
え
ら
れ
て
い
た
諸
特
権
'
自
由
t
im
m
ulit6
が
確
認
せ
ら
れ
'
こ
れ
ま
で
の
慣
行
が
是
認
せ
ら
れ
た
｡
叉

(7
)

セ
ェ
ヌ
(S
eyn
e
)
に
も

COnSutat
の
認
可
が
見
ら
れ
る
｡

ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
に
よ
る
政
治

･
司
港
の
集
権
的
体
制
確
立
へ
の
努
力
は
､

1
二
二
二
年
四
月

二

一日
に
公
布
せ
ら
れ
た

｢
平
和
令
statu
ts

d
e
p
aix
J
と
な
っ
て
現
わ
れ
'
都
市
に
関
し
て
も
そ
の
重
要
な

1
項
目
と
し
て

C.1ju
rati.nes,C.nspirati.nesPc.n
fr
atrie
及
び

C.nsutatus

(8
)

の
創
設
を
五
力
年
間
に
亙
っ
て
禁
止
し
て
い
る
｡
尤
も
'
伯
の
実
際
の
態
度
は
各
都
市
に
つ
い
て
可
成
り
の
ニ
ュ
ー
ア
ン
ス
を
含
ん
で
い
た
｡

(9
)

空
フ
ス
コ
ン
に
は
平
和
令
の
期
限
満
了
を
前
に
新
し
い
平
和
令
を
公
布
し
'

既
存
の

C.nsu
tat
の
廃
止

()226)
を
も
行
っ
た
O
同
じ
こ
と
は

(10
)

グ
ラ
ス
に
も
適
用
せ
ら
れ
た
｡
こ
れ
よ
り
先
､

二

二

五
年
に
ニ
ー

ス
は
ジ
エ
ノ
ヴ
ァ
に
服
し
た
の
で
ロ
メ
･
ド
ゥ
･
グ
レ
ネ
ゥ
-
ヴ
の
指
揮

(l

l)

下
に
遠
征
軍
が
組
織
せ
ら
れ
'
鎮
圧
し
た
後
に
伯
領
最
初
の
vigu
ier
の
制

度

が

設
け
ら
れ
た
｡

マ
ル
セ
-
ユ
に
つ
い
て
は
'
最
初
強
硬
策
を
用

い
る
こ
と
な
く
柔
軟
な
懐
柔
朱
を
以
て
伯
権
力
の
扶
植
に
努
め
た
が
'

二

三

〇
年
に
は
軍
事
的
強
硬
朱
が
と
ら
れ
る
に
至
っ
た
｡
し
か
し
､

市
内
に
入
る
こ
と
が
出
来
ず
'
余
儀
な
く
引
返
し
た
｡
そ
の
後

マ
ル
セ
-
ユ
が
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
レ
モ
ン
七
世
に
服
し
た
た
め
へ
名
目
上
の
主

権
は
認
め
し
め
る
こ
と
が
出
来
た
が
'
完
全
な
支
配
に
は
及
び
得
な
か
っ
た
｡

次
に
'
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
に
よ
っ
て
採
用
せ
ら
れ
た
都
市
に
つ
い
て
の
集
権
体
制
を

F
･
B･en.it
の
編
纂
し
た
史
料
集

(R
e
c
u
eit
d

esactes

パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
支
配
下
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
制
度
の
動
向

(35)



第

九

十

八

巻

第

六

号

des
com
tes
de
P
rovence
ap
p
artenant
a
ta
m
aison
de
B
arcetol
e,
A
tphon
se
ll
et
R
aim
on
d
B
erenger
V
()
1
96⊥
245)〉2
vots,M
ol
aCO･

P
ari
s
t925)
か
ら
吟
味
し
て
見
よ
-
｡
史
料
を
通
観
⊥
て
準

え
る
こ
と
は
'
次
の
二
つ
の
傾
向
で
あ
る
｡
(
以
下

B
en.it
か
ら
の
引
用
は
頁
数

と
史
料
番
号
を
付
す
｡
な
お
'
特
記
な
き
も
の
は
第
二
巻
を
指
す
)
H

c.nsu
tat
の
中
に
伯
の
役
人
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
｡

33

伯
の
宿
敵
ト

ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
又
は
そ
の
他
の
勢
力
と
結
び
付
い
て
強
力
に
抵
抗
し
た
都
市
は
t

cJnsutat
の
廃
止
と
い
-
強
硬
手
段
が
と
ら
れ
た
こ
と
｡

先
ず
前
者
に
つ
い
て
若
干
の
例
を
挙
げ
よ
-
｡
セ
ェ
ヌ
に
つ
い
て
は
'

二

一二
三
年
八
月
五
日
に

C.nsu
tat
の
組
織
が
規
定
せ
ら
れ
､
四
名

(註
11
参
照

)

を
定
点
と
L
t
三
名
の
C
.nsu
ts
は
都
市
に
ょ
つ
て
選
ば
れ
る
が
'
伯
の
b
a
ite
が

第

四
の

C.nsu
t
と
せ
ら
れ
て
い
る
(P
P
･)68
sq
･
1.･
69)0

セ
ェ
ヌ
と
同
型
の
規
定
を
受
け
た
都
市
は
'
他
に
ク
ル
プ
ロ
ォ
(C
ou
t.ubraux
L
2
23ム
S
)
(p
･48S
no･394)
'
ブ
レ
オ
ル
(B
rか.
te
t223ム
5)

(p･4B
6
n
o
,
39
5
)'
ヴ

ェ
ル
ダ
シ
ェ

(V
erdaches
1237
5[2
5)
(P
･
350
n
o
･
268
)
､

マ
リ
オ

(M
ariau
x
L237
5[2
7)
(P
･
350
n
o･
26
9
)

が
あ

る
.
ス
ロ
ネ

(S
et.n
n
et)
は
'

二

三

八
年
四
月
七
日
に
永
久
的
な

C.nsu
tat
の
譲
渡
を
受
け
る
と
共
に

consu
l
に
つ
い
て
次
の
よ
-
に
規
定

せ
ら
れ
た
.
四
名
を
定
員
と
L
t
p
r
ud'h.m
m
es
の
中
か
ら
二
名
'
領
主
の
中
か
ら

1
名
が
選
ば
れ
'
そ
れ
に
伯
の

b
aite
が
加
え
ら
れ
た
(p
･

23L
no,
)
20
)
｡
パ
ル
セ
ロ
ネ
ト

(B
arcet.nnete)
で
は
t
l
二
三

1
年
二
月
二

一
日
に
四
名
の

C.nsuts
と

1
名
の

baite
又
は

viguier
と
で

consu
tat
が
構
成
せ
ら
れ
た

(p
p
･255
sq
･
n.･tSS)｡
コ
ル
マ
ル
(C
E
m
ars)
及
び
ア
ロ
ス
(
A

tt.S)
で
は
'

二

三

三
年

二

月
二
七
日
に

三
名
の

p
rud}hom
m
es
と

1
名
の
領
主
出
身

C.nsu
l
に

baite
が
加
わ
っ
て
五
名
の

C.nsutat
定
点
が
規
定
せ
ら
れ
て
い
る

(p
p
･
297
JIO･

)9
8
)
｡

r/'～
ィ
ヨ
ン

(B
ay.a
)
で
は

二

三

三
年

二

月
六
日
に

baite
と
他
の
二
名
の

C.nsuts
と
で
三
名
定
点
の

C.n
sutat
で
あ
っ
た
が

(

p

p
･

2
9
6
n
.
I
)

9
6
)
'

二

一三
七
年
叉
は
八
年

一
月
三
日
に
領
主

(Arm.ut
M
.
ttet)
が

C.n
sutat
に
参
加
し
四
名
と
な
り
'
更
に
二
名
の

p
r
ud'h.m
m
es
出
身
の

C.nsu
ts
は
伯
の

baiteに
よ
っ
て
選
ば
れ
る
に
至
っ
た

(p
p
･
362
sq･
n.･
276)
｡
ム
ス
テ
ィ
エ

(M
o
ustiers)
で
も
年

代
は
確
定
出
来
な
い
が
こ
の
時
代
に

baite
を
加
え
た
五
名
定
員
の

C.nsu
tat
が
組
織
せ
ら
れ
る

(P･4j91
n.･4.)
I)｡

強
硬
改
発
が
と
ら
れ
た
例
と
し
て
'
マ
ル
セ
-
ユ
な
ど
と
は
異
り
当
時
い
ま
だ
明
瞭
な
帰
趨
を
示
し
て
お
ら
ず
二

二
世
紀
に
伯
領
の
主
都
で

(36)



あ
っ
た
空
フ
ス
コ
ン
を
取
挙
げ
よ
-
｡
rr'～
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
が
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
登
場
し
た
時
に
は
'
こ
の
都
市
は
伯
の
直
領
地
で
あ
る
ca
stru
m
t

共
同
領
主

(
C.nse
ig
n
eu
rs)
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
た
下
町
'
並
び
に
都
市
防
衛
の
た
め
の
騎
士

(m
ilites)
の
封
地
に
分
れ
て
い
た
｡

二

三

五
年
以
来
こ
の
地
方
を
動
揺
さ
せ
た
レ
モ
ン
･
ド
ゥ
･
ボ
ォ
と
の
戦
争
の
間
に
'
空
フ
ス
コ
ン
の
共
同
領
主
は
屡
々
都
市
を
離
れ
た
の
で
､
そ

の
不
在
中
に
騎
士
と
P
rud'h.
m
m
es
と
が
結
ん
で

C.nsu
tat
形
成
に
踏
切
っ
た

(t
t434-
5
0
)
｡
し
か
し
'
そ
の
後
騎
士
は
共
同
領
主
に
近
づ
き

p
rud'hom
m
es
の
利
益
を
侵
害
し
た
｡
と
こ
ろ
が

二

九
九
年
新
し
い
規
則
の
制
定
を
見
て
t
p
rud'h.m
m
es
は
平
等
の
権
利
を
獲
得
す
る
｡

1
二
〇
三
年

二

一月
三
〇
日
に
は
'
前
述
の
如
く
'
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
二
世
の
確
認
文
書
を
受
け
た
｡
次
い
で

二

一〇
九
年
以
来

レ
モ
ン
･
ベ
ラ

ン
ジ
ェ
五
世
の
執
政
迄
の
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
混
乱
に
際
L
t
再
び

p
rud'h.
m
m
es
は
平
等
の
権
利
を
失
-
｡

〓

≡

1
年
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
は

空
フ
ス
コ
ン
に
乗
出
し
t
c.nsu
tat
に
没
収
せ
ら
れ
て
い
た
伯
の
権
利
､
特
に
通
行
税

(pedatg
ium
)
と
塩
説

(sa
t
n

aria)
と
を
回
復
す
る
が
'
他

面

C.1Su
lat
の
特
権
と

im
m
unit6
と
は
確
謬
す
る

(p
p
･

)36sqq･n
.
･
5
2
)
｡
次
い
で
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
ル
イ
八
世
に
よ
っ

て
ロ
ー
ヌ
河
地
域
で
企
て
ら
れ
た
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
に
対
す
る
戦
争
を
援
助
し
'
国
王
の
占
領
地
を
保
護
す
る
こ
と
を
約
し
た

(p,)9S
no,
99).

更
に
国
王
は
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
へ
攻
撃
を
加
え
る
が
'
こ
れ
に
引
続
い
て
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
は
空
フ
ス
コ
ン
の

C.nsu
tat
と
他
の
諸
特
権
と
を
返

(12
)

還
せ
し
め
t
c.nsu
Lat
に
代
え
て

syndicatを
与
え
る
｡

こ
の
仕
業
に
空
フ
ス
コ
ン
市
民
は
穏
か
に
従
っ
た
訳
で
は
な
い
｡

一
二
二
六
年
以
来

市
内
は
暴
動
下
に
あ
っ
た
｡
こ
の
よ
う
な
事
情
が

二

三

二
年
の
一
般
的
平
和
令
の
こ
の
年
に
お
け
る
空
フ
ス
コ
ン
で
の
更
新
と
な
っ
て
現
わ

れ
た
よ
-
に
思
わ
れ
る
｡
も
と
よ
り
'
全
市
民
が

1
致
し
た
意
見
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
｡
当
時
都
市
の
支
配
階
層
で
あ
る
騎
士
と

pru
d'h.m
m
es
と
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
利
等
を
異
に
L
t
独
立

へ
の
意
欲
を
ヨ
リ
強
く
抱
い
て
い
た
の
ほ
p
rud.h.m
m
es
で
あ
っ
た
｡
過
去
に
起

っ
た

C
-
suHat
の
坐
折
は
両
階
層
の
利
害
不

一
致
に
依
存
し
て
い
た
｡
と
こ
ろ
で
'
今
度
の

C-
su
-at
形
成
の
動
き
に
は
騎
士
階
層
の
或
る
者

の
同
調
が
得
ら
れ
た
よ
-
で
あ
る
｡

尤
も
'
運
動
は

一
二
二
七
年
に

一
時
小
康
を
得
た
と
思
わ
れ
る
｡
例
え
ば
'
伯
は

一
方

prud.hom
m
es
に

赦
罪
を
宣
言
す
る
と
共
に
t

castrum
を
逃
れ
た
市
民
に
帰
還
を
許
し
､
如
何
な
る
等
を
も
加
え
な
い
こ
と
を
約
す
が

(p
p.
2
)
8
sq
･

no.
)09)
'

パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
支
配
下
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
制
度
の
動
向

(37)



第

九

十

八

巻

第

六

号

他
方
騎
士
及
び

p
ru
d'h
.m
m
es
の
代
表
者
も

〓

石

竃

(furni)
を
持
つ
権
利
を
伯
に
委
ね
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(P
P･
2
)
9

s
q
･
n.･L
L0
)
.
こ

れ
で
こ
と
が
終
結
し
た
の
で
は
な
い
｡
空
ブ
ス
コ
ン
は
当
時
都
市
自
由
の
維
持
に
努
力
し
て
い
た
マ
ル
セ
-
ユ
と
同
盟
し
､
更
に
そ
の
都
市
の

例
に
傾
い
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
の
敵
ト
ウ
ー
ル
-
ズ
伯
レ
モ
ン
七
世
に
臣
従
し
た

()23
0

1
1[
2
6-
)
2
3
)

2'

48)
｡
か
く
し
て
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
の

主
権
は
空
フ
ス
コ
ン
で
は
最
早
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡
そ
の
間

二

三

九
年

二

月
二
五
日
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
は
'
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
司
教

(N
ic.tas
de
C.rb
ie)
の
仲
介
に
よ
っ
て
空
フ
ス
コ
ン
と
の
関
係
を
取
戻
そ
-
と
し
た
が

(pp･2
3
7
sq
･
1.･
)
2
9

)'
空
フ
ス
コ
ン
で
は
こ
の
よ

-
な
こ
と
は
意
に
解
せ
ず
'
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
の
強
い
支
持
を
得
て
'
そ
の
庇
護
下
に
伯
の
役
人
を
強
制
的
に
立
退
か
し
め
て
'
裁
判
権
を
奪

い
t

castrum
と
そ
の
領
地
を
侵
著
し
へ
更
に
伯
の
収
入
を
没
収
し
た

(p･
283
n.･
)86)｡
し
か
し
再
度
'
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
は
交
戦
の
不
利

を
知
っ
て
か
叉
時
を
か
せ
ぐ
た
め
か
何
れ
に
せ
よ
'
和
解
を
望
み

一
二
三

一
年
二
月

一
八
日
に
は
ア
ル
ル
大
司
教

(H
u
g
u
es
B
er.ar°)
を
介
し

て
マ
ル
セ
ー
ユ
及
び
空
フ
ス
コ
ン
と
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
と
の
結
合
を
瓦
解
さ
せ
る
よ
-
に
試
み
る
と
共
に

(p
p･
2
5
t
sq
･
no･
)48)'
彼
の
忠
臣

(A
the
de
T
arasc昌
,B
ertrand
de
l･am
an.n)
を
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
の
許
に
送

っ
て
休
戦
に
関
し
-
ウ
ー
ル
-
ズ
伯
と
取
持
つ
よ
-
懇
願
し
た

(
p

p

･

2
5
2

sq
･
n
o･
)
4
19
)

0

こ
の
よ
-
な
処
置
に
と
っ
て
'
空
フ
ス
コ
ン
は
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
と
の
結
び
つ
き
を
ヨ
リ

一
層
強
固
に
す
る
こ
と
を
以
て
応
え
た
よ
う
で
あ

(
13)

る

｡

レ
モ
ン
七
世
の
来
市

(
)
2
3
2

の
春
)
を
待
っ
て
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
に
戦
争
を
仕
掛
け
た
｡
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
も
交
戦
を
決
意
L
t
市
内
に

内
乱
を
起
さ
し
め
る
た
め
'
市
民
間
の
対
立
を
煽
動
し
た
｡

彼
の
側
近
で
空
フ
ス
コ
ン
の
騎
士
で
あ
る
四
名
の
者

(A
lbe,
A
im
eric,
R
icau,

H

u
g
tin
)

を
利
用
し
て
同
僚
の
抱
込
策
を
計
っ
た
｡
騎
士
階
層
の
中
に
は
こ
れ
に
乗
ぜ
ら
れ
る
者
も
あ
つ
た
が
t
p
r
ud'h.m
m
es
の
離
間
は
困

(14
)

難
を
極
め
た
｡

し
か
し
騎
士
階
層
と
P
r
ud'h.
m
m
es
と
の
結
合
を
或
る
程
度
解
消
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
'
嘗
て
空
フ
ス
コ
ン
の

C.nsu
tat
が
繰

返
し
た
轍
を
再
び
踏
む
憂
目
を
見
る
｡
こ
の
た
め
市
内
は
大
混
乱
を
呈
し
､
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
に
有
利
に
さ
え
な
っ
た
｡
そ
こ
で
先
ず
市
民
は

内
乱
を
終
燥
せ
し
め
る
こ
と
が
'
市
民
の
権
力
を
強
化
す
る
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
､
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯

へ
の
加
担
者
と
談
合
を
始

(38)



め
た
｡
次
い
で
裏
切
者
を
断
乎
処
分
す
る
革
命
的
規
約
が
設
け
ら
れ
た
が

(p
･

284
n.･
)86.)'
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯

へ
の
加
担
者
の
抵
抗
は
ア

ル
ル
の
支
持
を
受
け
て
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
た
｡
こ
こ
に
お
い
て
内
外

へ
の
命
令
と
指
示
と
の
統

1
を
計
る
た
め
に
p
.destat
を
設
け
る
こ

と
に
な
っ
た
｡
ア
ル
ル
及
び

マ
ル
セ
-
ユ
に
お
け
る
と
同
様
'
香
そ
れ
以
上
に
空
ブ
ス
コ
ン
に
お
け
る

p
｡d
邑
atは
内
的
平
和
を
も
た
ら
す
手

段
を
越
え
て
自
治
都
市
の
強
化
を
内
に
秘
め
て
い
た
｡
p｡destat
は
都
市
を
救
-
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
と
る
こ
と
が
出
来
'
外
来

者
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
'
実
際
に
選
ば
れ
た
人
物
は
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯

へ
の
熱
烈
な
加
担
者
ジ
ロ
ォ
･
ア
ミ
ッ
ク

(G
iraud
A
m
ic)
で
あ
る
｡
こ

の
こ
と
は
仲
裁
と
い
-
よ
り
も
寧
ろ
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
に
生
気
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
｡
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯

へ
の
加
担
者
は
勿
論
こ
れ
に
満

足
す
る
筈
は
な
い
｡
彼
等
は
誓
約
を
拒
否
し
て
逃
亡
し
た
｡
ア
ミ
ッ
ク
の
指
導
下
に
空
フ
ス
コ
ン
ほ
今
や
積
極
的
に
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯

へ
の
戦

争
に
参
加
し
た
｡

一
二
三
三
年
三
月
に
お
け
る
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
の
ア
,hJ
ツ
ク
と
の
和
解
の
努
力

(p
･27t
no･
17
3
)
も
な
ん
ら
事
態
を
収
拾

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
｡
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
の
主
権
の
象
徴
で
も
あ
っ
た

castrum
は
市
民
達
の
攻
撃
の
中
心
と
な
り
'
逃
亡
し
た
裏
切

者
の
家
屋
及
び
財
産
と
共
に
破
壊
と
掠
奪
と
が
窓
に
演
ぜ
ら
れ
た
｡
こ
の
よ
-
に
過
激
な
反
抗
と
な
る
に
至
っ
た
の
は
'
ア
ミ
ッ
ク
の
個
人
的

性
格
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
で
あ
っ
た
よ
-
で
あ
る
｡

処
で
'
ロ
ー

マ
か
ら
追
放
せ
ら
れ
た
添
王
の
権
利
を
イ
タ
リ
ア
で
再
興
す
る
た
め
に
'
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
お
け
る
皇
帝
の
改
発
は
全
-
新
し

い
方
向
に
変
っ
た
｡
今
迄
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
の

C｡nsu-at
諸
都
市
に
対
す
る
闘
争
に
好
意
を
寄
せ
て
い
た
の
が
'
今
や
出
来
る
だ
け
速
か
に
戦

争
終
結
を
望
む
に
至
っ
た
.
カ
イ
ユ
･
ド
ゥ
･
ギ
ユ
ル
ザ
ン
(
C
a
itte
d
e

G
urzan)
が
皇
帝
の
使
者
と
し
て
そ
の
任
務
に
つ
く
が
'
仲
裁
の
基

本
線
は
都
市
を
単
に
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
の
利
益
の
た
め
に
服
従
せ
し
め
る
の
で
ほ
な
く
て
'
平
和
を
取
戻
す
こ
と
に
あ
っ
た
｡
こ
れ
は
仲
裁
判

(15
)

決
文
に
記
載
せ
ら
れ
た
後
述
の
仲
裁
条
件
か
ら
十
分
に
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
｡

〓

≡

三
年
三
月
二
三
日
に
マ
ル
セ
-
ユ
に
お
け
る
ト
ゥ

-
ル
ー
ズ
伯
の
v
i
g

u
ie
r

ジ
ュ
ー
ル
ダ
ン
･
ド
ゥ
･
ラ
ン
タ
ー
ル

(
J
.
u
r
d
a
n

d
e

L

a
n
ta
r
)
､

･1
ウ
ー
ル
-
ズ
伯
の
代
弁
者
ボ
ン
･
ア
ス
ボ
ォ

(P
.1S
A
sb.au°)
並
び
に
空
フ
ス
コ
ン
の

p.destat
ジ
ロ
ォ
･
ア
,rJ
ツ
ク

(尤
も
彼
は
そ
の
権
限
を
ボ
ン
･
ア
ス
ポ
ォ
に
委
任
し
た
)
を
召
集

パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
支
配
下
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
制
度
の
動
向

(39)



第

九

十

八

巻

第

六

号

し
て
戦
争
終
結
の
同
意
を
得
'
更
に
四
月
二
四
日
に
は
ト
ゥ
-
ル
ー
ズ
伯
が
自
ら
並
び
に
空
フ
ス
コ
ン
を
も
含
め
た
同
盟
者
の
名
に
お
い
て
同

意
を
な
し
た
｡
六
月
二
八
日
に
は
カ
イ
ユ
は
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
'
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
司
教

(Berlard)
及
び

p
o
destat
(PelCeVatD
oria)
を
伴

っ
て
空
フ
ス
コ
ン
に
赴
き
具
体
的
解
決
を
計
っ
た
｡
こ
の
際
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
は
空
フ
ス
コ
ン
の
p
｡destat
ア
ミ
ッ
ク
と
の
交
渉
を
拒
香
し
た

の
で
'
二
人
の

syndics
(騎
士
で
あ
る

Bertrand
Barg.
inla
と

p
r

ud'h.m
m
e
で
あ
る

G
u
ittaum
e
A
d'heim
ar)
に
よ
っ
て
会
談
が
催
せ
ら

れ
た
｡

ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
は
空
フ
ス
コ
ン
市
民
に

一
連
の
損
等
を
訴
え
た
｡
耐
え
ら
れ
な
い
侮
辱
を
申
立
て
る
と
共
に

castru
m
及
び
所
有
物
の
破

壊
並
び
に
伯
に
加
坦
し
た
者
の
住
居
破
壊
と
財
蓋

望
冗
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
と
り
莫
大
な
金
額

(Castru
m
及
び

vitta
並
び
に
伯
の
他

の
場
所
で
の
損
害

一
〇
t

O
C
O
マ
ル
ク
以
上
'
伯
へ
の
加
担
者
の
損
等

二

〇
〇
〇
マ
ル
ク
以
上

p
･
284
n.･
186)
を
要
求
し
た
｡
空
フ
ス

(
註
12参
照)

コ
ン
の

syndics
は
こ
の
抗
弁
と
し
て
伯
が
強
制
的
に

consu
】at
を
購
入

し

'

都

市

へ
の
約
束
を
果
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
た
｡

一二
二

七
年
に
p
r
ud'h.m
m
es
の
財
産
を
没
収
し
た
こ
と
を
批
難
L
t
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
が
戦
争
を
仕
掛
け
た
の
で
あ
る
か
ら
'
蒙
っ
た
損
害
の
す
べ

て
は
そ
の
応
報
で
あ
る
と
し
'
伯
へ
の
加
担
者
の
損
害
も
亦
自
ら
の
責
任
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
た
｡
そ
し
て
伯
が
要
求
す
る
同
じ
金

額
を
反
落
に
市
民
が
蒙
っ
た
損
箸
と
し
て
主
張
す
る
と
共
に
'
更
に
測
る
こ
と
の
出
来
な
い
精
神
的
損
害
を
も
訴
え
た

(p
p
･284
sq･
no･
186)｡

カ
イ
ユ
の
両
当
事
者
に
対
す
る
裁
断
の
主
な
も
の
を
整
理
す
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
｡
先
ず
'
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
に
と
っ
て
ほ
t
H
専
制

的
に
伯
に
よ
っ
て
購
入
せ
ら
れ
た

C
.nsutatを
'
そ
れ
に
附
随
し
た
す
べ
て
の
権
利
､
就
中
裁
判
権
と
共
に
空
フ
ス
コ
ン
に
返
す
｡
但
し
'
都

(16
)

市
は

p
｡
destat
に
頼
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
｡
こ
れ
は
都
市
が
伯
に
な
し
た
唯

一
の
譲
歩
で
あ
る
｡
日
将
来
都
市
の
自
発
的
同
意
な
く
し
て

(17
)

consutat
叉
は
そ
れ
に
附
随
す
る
権
利
の
一
部
を
買
戻
す
こ
と
を
禁
ず
る
.
日
徒
党
が

C.nsu
la1
.を
分
裂
さ
せ
る
よ
-
な
場
合
に
'
ど
ち
ら
の

党
派
に
も
援
助
を
与
え
て
は
な
ら
ず
'
そ
の
善
後
策
に
つ
い
て
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
司
教
の
判
断
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
伯
は
都
市
の
仝
住

(18
)

民
及
び
全
財
産
に
保
護
を
与
え
る
義
務
を
負
-
｡
囲
伯
は

C.nsu
tat
に
如
何
な
る
程
度
に
お
い
て
も
参
加
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
.
次
に
空
フ

(40)



ス
コ
ン
に
と
つ
て
は
t
H
空
フ
ス
コ
ン
に
帰
還
し
た
伯
へ
の
加
担
者
を
他
住
民
と
同
様
に
取
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
'
7
,rJ
ツ
ク
及
び
そ
の
役
人
は
本
年
を
限
り
執
務
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
｡

jJ
伯
に
蒙
ら
せ
た
物
的
損
害
の
〓

lO
､
〇
〇
〇

S
.lid.ru
m

(21
)

R
aim
u
n
d
ensiu
m

に
及
ぶ
補
償
を
な
し
'
且
つ
翌
年
ま
で
に

Castru
m

を
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
臼
伯
か
ら
不
浄
奪
取
し
た
す
べ
て
の
吹

(22
)

益
を
返
還
L
t
そ
の
収
益
を
抵
当
と
し
て
伯
に
貸
付
を
行
っ
て
い
た
債
権
者
に
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
囲
戦
争
中
の
捕
虜
を
引
渡
し
'
ベ

(23
)

ラ
ン
ジ
エ
五
世
に
臣
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

な
お
t
r
将
来
に
亙
っ
て
平
和
を
保
証
す
る
た
め
に
'
ア
ル
ル
市
民
と
の
友
好
関
係
を
も
た
ら
し
'_
j]
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
と
ア
､rJ
ツ
ク
と
を

和
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
｡
前
者
は
容
易
に
連
せ
ら
れ
た
が
'
後
者
は
単
に
伯
の
消
極
的
約
束
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
｡
し
か
し
'
仲
裁
後
約

1
カ
月
に
し
て
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

1
世
に
よ
っ
て

二

六
八
年
及
び
八
四
年
に
与
え
ら
れ
た
通
行
税
そ
の
他
の
特
権
が
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
五
世
に
よ
っ

て
確
認
せ
ら
れ
て
い
る

(p
･
2
9
2
1
.S･
)87
,

)88,)89)
と
こ
ろ
か
ら
へ
こ
の
仲
裁
は
兎
に
角
成
功
を
収
め
た
と
い
-
こ
と
が
出
来
よ
-
｡
以
上

の
よ
-
な
経
過
を
経
て
'
且
つ
多
額
の
犠
牲
を
払
っ
て
'
空
フ
ス
コ
ン
は
､
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
の
集
権
的
体
制
を
目
指
す
政
策
に
対
し
自
己
の

c
o

nsu
tat
を
再
び
確
認
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
.

(

1

)

Sautet,
G
･
:
Le
8
1itte
s
d
u

M
id
i

m
かditerran
6
e
n

a
u

M
o
y
e
n

A
ge〉
d
a
n
s
R

ecueitS
d
e

ta
S
o
c
i6
t
6
J
e
a
n

B
o
d
in
,
V
tl〉
L

a
litte,
in
s
titutions

か

con
om
lqueS
et
SOCiales,
Bl
u
X
e
l
les
t9547p
･

3)4･･

(2
)
P
etit･D
utaittis,
C
h.:
L

es
com
m
un
es
f
r
a
n

ca
ises,
P

aris
t947,p
･
21
及
び

L
em
arignier,
J･･F
･

‥
N
ote
su
l

teS
6c
hevin
s
d
a
n
s

tes
etablissem
ents
en

Ro
uen,
infl
u
e
n
c
e

aa
m
a
nde
su
r

tes
in
s
titutions
m
u
nicipa
tes
nor
m

andes
?
R

evu
e
du
No
ld
,t.
X
L
(1958
)
pp･
31
9
s
q
q
･
を
見

よ

｡

(

3

)

Sautet,
G

,:
op
･
cit
･V
p･3
2
6･

(

4

)

f
説
に
は
九
七
二

年
｡
L
ot一
F･
:R
e
cherch
e
s
su
l
ta
P
O
P
utation
et
superfi
c
ie

des
c
it6
s
l
e
m
On
ta
n
t
a
]a

Pかr
io
d
e
g
a
llo
･10m
a
in
e,
1
2,
Paris
t
9
4
6
,

p

･
2
6
2
･

(L
J
,

)

B

u
s
quet,
R
･
et
B

ourritly
V
･
L
･･･
H
istoire
de
la
P

rovin
ce,
(Q
ue
sais
je?)
)944,
p･
46･

(

6)

B

en.it}
F,
:R
ecue
it
des
a
cteS
des
c.m
tes
de
pr.vence
ap
partenant
a
ta
m
a
is
.n
de
lh
rcet.n
e,
A
tph.
n
se
tI
e
t
R
a
i
m
ontB
6
r
e
n
gel･V

(tt9
6
･

)
2

4
5
)
,

t･
llVM
o
n
a
c?
P
a
r
is
t9
2
5,
p
p
･

28
s
q
･
n
o
･

28
"
et
in
pe
l
P
etuum
COn
firm
O
O
m
n
eS
tib
ertates
et
antiqu
a
s
c
o
n
suetu
d
ines
vestr
a
s
q
u
a
s
cum
q
ue

hab
eti
S
in
consul
atu
ve
stro,
et
fra
n
c
hi
sia
s

et
om
nes
o
m
nin
o
im

m
u
n
i
tat
es
quas
ha
bu
istis

tam
in
aqu
lS
q
u
am
i
n
terlisv
per
t
ot
um
c
om
itatu
m

パ
ル
セ
ロ
-
ナ
伯
支
配
下
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
都
市
制
度
の
動
向
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第

九

十

八

巻

第

六

号

m
eu
m
,
tem
p
ole
d
o
m
in
i
a
v
i
m
ei
il)ustri
s
com
itis
B
a
rcin
o
n
en
s
is
et
d
o
mi
n
i
p
a
tris
m
ei
legis
A
r
ago
n
um
･"

((-
)
t
hid･,p
･
8
3
n
o
･
6
9
,

(

8
)

こ
の

｢平
和
令
｣
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
傍
す
べ
て
に
適
用
せ
ら
れ
た
｡
第
五
条
に
次
の
規
定
が
あ
る
｡

"
V
･

it
em
,
s
tatutum
est
ut
c.n
jurati.nes
vet
c.nspira･

tio
n
es
vel
conf
latri
e
vel
consu
la
tu
s
n
o
n
R
a
n
t
in
civ
itatibu
s
vet
ca
stris
vel
villisV
sine
v
o
lun
ta
t
e
et
co
n
s
elSu
eXPreSSO
d
om
inorum
lPSO
rum

toco
lum
;
e
t
Si
contla
fie
ret,
P
a
X
a
SSiste
ret
d
o
m
inis,
S
icu
t
dictum
estV
contra
eos
･"
(tbid･,
pp･
tS
4t
Sq
･
n
O.
57
)

(9
)
lbid
･Vp
.
210
Xrv

,

(10
)

1
二
二
〇
年
四
月
四
日

に
グ
ラ
ス
の
市
民
と
の
取
極
め
が
成
立
し
､
C.nsul
a
t
は
廃
止
せ
ら
れ
伯
の
支
配
下
に
置
か
れ
た

(tbid.,
p.
122
no,40
)｡
し
か
し
'
取
極
め
が

完
全
に
履
行
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
或
い
は
市
民
に
よ
っ
て
程
な
-
再
建

せ
ら
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
､

一
二
二
四
年
四
月

五
日

に
は
五
力
年

間
H
u
gu
es
S
icard
を
グ
ラ

ス
の
b
a
ite
に
任
じ
'
伯
の
裁
判
権
を
再
興
す
る
と
共
に

consu
tat
及
び

con
fr
bTie
を
廃
止
せ
し
め
る
使
命
を
負
わ
せ
た
o
S
icard
は
急
速
に

con
f
r6
ri
e
及
び
す
べ
て
の

C.
n
jurati.ns
Vs
.ci6t68
を
廃
止
す
る
こ
と
を
約
束
し
て

い
る
(Ib
id･,p
･
)73
n.･
75
)｡
1
二
二
七
年
七
月
二
四
日
に
再
度
廃
止

の
規
定
が
設
け
ら

れ
､
H
ugues
d
'E
scta
p
.
n

と
そ

の
仲
間

に
((p
a
ix
))
が
与
え
ら
れ
､
グ
ラ
ス
の
市
壁
は
そ

の
ま

ま
放
置
L
T
市
民
の
特
権
と
伯

へ
の
義
務
と
が
確
定
せ
ら
れ
る

(lh
id
･V
p
p
･
2
2
t
sq
q
･
no･
t
t2
)
0

(
11
)

初
期
に
は
'
v
iguier
は
自
治
を
伯
が
尊
重
し
た
都
市
の
行
政
機
関
に
伯
の
代
弁
者
と
し
て
加
え
ら
れ
た
者
を
'
そ
し
て

b
a
ite
は
広
大
な
地
域
の
行
政
を
負
わ
せ

ら
れ
た

伯
の
支
配
者
を
指

し
た
.
し
か
し
こ
の
差
違
は
間
も
な
く
変
化
し
､
前
者
は
後
者
よ
り
も
ヨ
リ
高
位
の
役
人
を
指
す
よ
-
に
な
っ
た

(
Ih
id
･,t
･Ⅰ
,p
p
･
33
sq
,)0

(
m

こ
れ
に
関
す
る
直
接
史
料
で
は
'
"
ced
im
us
et
d
esam
p
a
ram
us
consu
tat
um
T
h
araSCO
n
is
et
om
n
eS
firm
an
C
ia
S
e
tju
S
titia
s
n
o
stra
s
a
d
n
o
sp
eltinentes

et
ban
n
.
s
et
X
tlc
im
d
e
na
ri.
s
q
u
o
s
in
n
.v
a
c
y
s
a
satis
p
er

c
ipie
bam

u
s
-
-
"
(lbid
･,
t･
ⅠⅠ,
p･
)9
7
no･
100)
と
な
っ
て
い
る
が
'
後
述
の

C
ailte
d
e
G
urzan

の
仲
裁

判
決

文
で
は
‥

こ
o
m
inu
S
CO
m
e
S
P
ro
v
inc
ie
il
juste
ab

stutel
at
eis
c
o
n
sutatum
castri
T
harasco
n
iS
et
o
ccI
PaVelat,
et
Per
Vim
cum
hom
inibus

alm
atis
co
m
pu
tela
t
a
d
ven
de
ndum
sibi
con
sutatum
m
itites
et
prob
o
s
h
om
ineS
T
har
asco
n
is
･"
(lb
id･,p
･2
84･

no
･
)86
)
と

な
っ
て
お

り
'市
民
に
と

つ

て
は
強
制

的
な
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
｡

syndicat
に
つ
い
て
附
言

す
る
｡

南
フ

ラ
ソ
ス
郡
市
の
政
治
形
態

に
は

二
種
あ
る
｡

1
つ
は

consu
tat
で
あ
り
､
他
は

syndica
t
で
あ
る
｡
前
者
は
政
治
的
､
司
法
的
､
軍
事

的
な
重
要
な
権
限
を
持
つ

C.nsuts
に
ょ
つ
て
統
治
せ
ら
れ
た
｡
後
者
に
お
け
る

sy
n
d
ics
は
彼
等
を
連
出
し
た
共
同

体
の
み
を
代
表
し

(例
え
ば
タ
ラ
ス
コ
ソ
の
史
料
で
も

Sin
d
ici8
u
n
iv
elSitatis
と
言
わ
れ
る
)
､そ
の
権
限
は
領
主
か
ら
発
す
る
も
の
で
な
く
且
つ
比
較
的
に
狭
い

｡そ
の
機

能
も
行
政
上
及
び
財
政
上
の
範
囲
を
出
な
か
っ
た
｡
都
市
慣
主
に
対
し
共
同
体
の
単
純
な
代
表
者
で
あ
る

8y
l
d
icS
は
'
共
同
体
の
関
心
に
お
い
て
行
動
し
'
起
源
的
に
は
最
も

屡
々
一
時
的
権
限
し
か
持
た
な
い
｡
し
か
し
時
代
が
経
つ
に
つ
れ
こ
の
制
度
が
安
定
し
､
永
続
的
か
又
は

一
定
期

間
毎
に
更
新
せ
ら
れ
た

sy
n
d
icat
を
持
つ
に
至
っ
た

(例
え

ば

T
ourno
n
,
C
a
rp
en
t
ras)
Le

P
u
y)
(T
im
h
at,
P
･
C
∴

L
es
vittes
d
e
co
n
s
utat
d
ans
te
M
id
i
d
e
ta
F
r
an
ce〉
h
isto
ir
e
d
e
teurs
in
s
titutions
a
d
m
in
ist
･

1atives
eこ
udicia
ire
s,
dans
R
ecu
e
its
de
ta
Sociか
t6
5
ean
B
o
d
in,VI
,L
a
vitte,p
p
.
34.3
sq
･)O
ク
ラ
ス
コ
ソ
の
場
合
に

は
'
過
去
に
譲
渡

せ
ら

れ
た
古

い
自

由

と
im
m
unitか
と
は
再

び
与

え
ら
れ

て
い
る
が

'
嘗
て

consu
ta
t
に
帰
属
し
て
い
た
裁
判
権
は
譲
渡
か
ら
除
外
せ
ら
れ
た
(B
e
noit
,t･
llU
p
p
.
205
sq
･
no･
)0
))｡
翌
年

に
も

特
権
譲

渡
が
行
わ
れ
た
が
､
矢
張
り
伯
の
裁
判
権
は
認
め
し
め
て
い
る

(lb
id
･,
p･2
)8
no
･
)0
8
)0

(
3
)

こ
の
時
･L
ウ
ー
ル
-
ズ
伯
の
代
弁
者

(G
u
itta
um
e
A
ugi
er)
と
条
約
を
更

新
し
'
教
会

､
皇
帝

'
フ
ラ
ソ
ス
国
王
'
ア
ル
ル
人
に
対
す
る
伯
の
敵
対
行
動
に
支
援
を
与

え
る
こ
と
を
約
し
た

(F
red
et･D
eteb
ecq
u
e,
C
,
:
L
e
c.nsu
la
t
d
e

T
arasc.n,
)es
d
e
rnieres
tuttes
p.
ur
t'inde
pendence
()22
9
⊥
256
),
d
ans
M
巴
anges

(42)



B

usquet,p,68,こ
の
論
文
は
ク
ラ
ス
コ
ソ
市
民
の
プ

ロ
ヴ
7
ソ
ス
伯

へ
の
実
力
行
使
の
経
過
に
つ
い
て
詳
し
い
｡
以
下

の
叙
述
も
こ
れ
に
負
-
と
こ
ろ
大
で
あ
る
が
､
出
来
る

限

り
B
enoit
の
史
料
集
と
の
関
連
に
意
を
用
い
た
)
0

(
14
)

プ

ロ
ヴ
7
ソ
ス
伯

へ
の
加
担
者
は
史
料
中

m
it
ites
et
a
tii
又
は

m
itites
ac
atii
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
容
易
に
推
測
せ
ら
れ
る
｡

(
t3
)

こ
の
仲
裁
判
決
文
は

B

en.it
の
史
料
集

(t･
Zr,
p
p
･
282
sq
q･

no･)86
)
に
掲
載
せ
ら
れ
て
い
る
｡
長
文
で
内
容
は
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
に
つ
い
で
ク
ラ
ス
コ
ソ
の
代

表
者
の
申
立
て
が
記
載
せ
ら
れ

､次
い
で
仲
裁
条
件
と
将
来

へ
の
保
証
と
が

続く
｡

(
S
)

"
dict
um
c.
n
sul

at
um
Gum
.
m
ni
pten
.

jure
s
u.
e
t
p

ten
issim
a
m

ju
risd
icti.
n
e
m
habeat,
ten
eat,
p
o
ssideat
vet
qu
a
si
p
.
ssid
eat
n
unc
et
in

p
elPetu
um
,
Sil
e
P
OteState
tantum
,
Sic
ut
c
o
n
sueti
su
nt
h
ab
er
e,
sin
e
in
q
u
ieta
tio
n
e
a
tiq
u
a,･-
･･･"
(Zbid
･
p･
28
5
n
o･
)86)

(
17
)
"
e
m
at
s
eu
a
c
q
u
ir
atV
atiqua
o
cca
s
io
n
e
seu
tit
ut
o
s
eu
cau
sa
,
con
su
tat
um
c
a
stri

T
arascol
is
vel
a
liquam
p
a
l
tem
COnSutatus一
utla
ingen
ii

su
b
tititate
a
tiq
uo
te
m
POre,
n
is
i
n
eTet
d
e
gr
atu
ito
co
nse
n
su

to
c
iu
s
u
n
iv
ersitatis
T
arasco
n
is
j'
(
lbid･u
p･
286
n
o
･
)86)

(
ES
)

"
s
i
fort
e
･･･-
inter
T
har
asc
.
n
e
nses
a
liq
u
o

tem
po
re
a
liq
ua
d
is
cord
ia
or
iretu
r,
n
eutram
p
a
r
tium
d
om

i

nu
s
c
om
est

en
eat,
nec
un
i
d
e
t
c
o
ntra

atteram
con
s
itium
,
aux
iti
un!
vet
ju
v
a
m
e
n
･
･･････
s
i
fo
rte
s
upe
r
predic
tis
a
tiq
u
a
d
isc
ordia
o
liretu
r
,
p
er
d.
m
i
nu
m
A
v
in
io
nen
s
em
ep
ISCO
P
u
m

itta

d
iscor
dia
tel
mi

netul･
･･･
-
dom
inu
s

com
es
P
IO
V
in
cie
su
sc
IPlaニ
n
cust
od
ia,
L
d
e

et
pIO
teC
t
ion
e
su
a
o
m
n
es
m
ilites
e
1
0
m
n
e
s
p
r
ob
os
h
om
ir)es
et

om
nes
p
ersonas
c
a
stri
T
harascon
is
･･････et
om
n
e
s
r
es
e
orum
,･･････"
(tbid･,p
p･28
7
sq･
n
o
･
)8
6
)

(
19
)
"
n
o
n

te
n
eatur
cavere)satisda
re,fiIm
are
Se
u
titigare
in
m
a
n
ih
u
s
s
eu
cu
r
ia
con
sul

um
T
h
aras
con
is
seu
co
n
sul
a
tu
s,
ipse
vet
a
t
iqu
is
p
ro

eo,

･
･････
"
(rb
id
･,
p･28
6
nP
t86)

(
a

)

"

G
eraudo
A
m
ico
,
･･････ticeatp
o
testariam
castri
T
ala
SCO
n
is

letinere
p
er
se
vet
p
er
in
telPOSit
am
p
erso
n
a
m
p
er
a
n
n
u
m
istum
n
u
m
era
n
d
u
m

a

p
rlnCIPIO
Su
i
reg
l
m
inis,･･-
･"
"
tra
c
te
n
t
eOS
(-
m
itites
e
t
atii
q
u
ie
x
iv
eru
n
t
d
e
T
h
aras
cone)
sic
u
t
itto
s
q
u
i
fe
m
an
s
eru
nt
tra
c
ta
re
te
n
e
n
t
ur,
et

h
o
c
s
ihip
r
om
ittant
in
p
ubtic
a
contio
n
e
･"
(tb
id･,p
･287
no･
)86)

(
21
)
補
償
額

の
内

訳
は
､
伯

(6
0
,
000S)
〉
伯

夫
人

(10,0
00S
)一
m
ilites
et
atii
(ilo
,0
0
0
S
)}
C
a
il)e
()0,.0
0os)
で
あ
り
､
支
払
方
法
に
つ
い
て
も
詳
細
な
記
載
が
あ
る

(
tb
id
･一
PP･2
8
6
sq
･
n
o
･
)8
6
)
.
"
univ
e
rsita
s
T
hara
scon
is
r
enc
ia
t
et
restitu
a
t
d
o
mi

no
co
m
iti
P
r.v
in
cie
c
a
s
trum
T
h
a
r
asc
.
n
i§,
a
v
it
um
s
eu
P
a
t
ern
u
lT.,

exp
e
nsis
p
lO
P
liis
,a
fe
st
o
sanc
t
i
M
i
c
ha
etis
in
a
n
n
u
m
,･･････"
(t
bid･,p･286
n
o,)8
6
)

(

讐

"
red
d
itu
s
.
m
n
e
s,
(q
u
.
d)
q
u
.
S
p
er
ce
pit
c
.
m
m
une
T
harasconis
de
pro
v
e
n
tib
us
dom
in
i
c
.
m
itis,sib
i
re
stit
uatV
et
cred
it.
re
s
q
ui
in
d
e
atiquid

p
erceperu
n
t,ittu
d
h
a
b
ea
n
t
e
t
c
o
m
pu
te
nt
in
sotutum
･"
(Ibid･,p
･286
no･
)86)

(
g3
)
"
om
n
e
s
capti
a
b

utraq
ue
p

arte
et
m
anuteva
ti.nes
e.ru
m

,
ded
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